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1．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（平成 29 年４月１日から平成 29 年９月 30 日まで）における世界経済は、米国では

緩やかな景気拡大を続けておりますが、アジア新興国経済の先行き、米国の政権動向や地政学的リスクなど依然と

して先行き不透明な状況が払拭できず推移しております。一方、国内経済においては、企業収益や雇用環境の改善

などを背景に緩やかな回復基調で推移いたしました。 

当社グループを取り巻く事業環境は、主要な供給先であります自動車業界では、国内の自動車生産は回復基調に

あり、海外を含め総じて堅調に推移いたしました。もう一つの柱である鉄鋼業界では、中国からの輸出圧力は低下

し、国内では建設需要による底堅い推移が見込まれるなど、鋼材需要は好転の兆しが見られました。 

このような状況において当社グループでは、当連結会計年度を２年目とする第２次中期経営計画のもと、ユーザ

ーの求める高品質、低コストに繋がる高付加価値技術の提供に努め顧客満足度の向上を図るとともに、米国、メキ

シコ、中国、タイなどを中心に生産設備の増強を図るなど、海外事業の強化に取り組んでまいりました。さらには

将来の市場優位性を確保するべく、コア技術の創出を目指し基礎研究を強化するなど、研究開発活動にも注力して

おります。 

この結果、当第 2四半期の連結業績は次の通りとなりました。 

               （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益

当第２四半期累計期間 

（平成30年３月期） 
53,466 8,663 10,392  6,370 

前第２四半期累計期間 

（平成29年３月期） 
50,498 7,485 7,734  4,751 

増減金額 2,967 1,177 2,658  1,618 

増減率 5.9％ 15.7％ 34.4％  34.1％

売上高は 53,466 百万円と前第２四半期連結累計期間(以下、前期)に比べ 2,967 百万円（5.9％）の増収となりま

した。加工事業が国内外ともに比較的好調に推移いたしました。事業の種類別セグメント毎の売上高は、前期に比

べ装置事業が△11.2％の減収となる一方で、薬品事業が 5.2％、加工事業が 11.5％、その他が 25.0％の増収で推移

しております。また、地域別セグメントは、国内が 5.4％、アジアが 6.9％、欧米が 6.0％の増収で推移しておりま

す。（セグメントの増減率は外部顧客売上高を基礎にしております。） 

営業利益は 8,663 百万円と前期に比べ 1,177 百万円（15.7％）の増益となりました。国内外の加工事業の拡大に

より、売上総利益は 21,109 百万円と 1,631 百万円（8.4％）の増益となり、一方、販売費及び一般管理費が 12,446

百万円と 453 百万円（3.8％）増加いたしました。この内訳は人件費が 7.2％増加し、経費が△1.1％減少いたしま

した。 

経常利益は 10,392 百万円と前期に比べ 2,658 百万円（34.4％）の増益となりました。営業外の収支は前期は為

替差損が 1,071 百万円計上された一方、当期は為替差益が 265 百万円計上されたことなどにより 1,729 百万円の収

入となり、前期に比べ 1,480 百万円増加いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間の総資産経常利益

率（ROA）は 5.2％（年換算 10.4％）と前期に比べ 1.1ポイント増加いたしました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益は 6,370 百万円と前期に比べ 1,618 百万円（34.1％）の増益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の自己資本利益率（ROE）は 5.0％（年換算 10.0％）と前期に比べ 0.9ポ

イント増加いたしました。第 2 四半期としては売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益

とも過去最高となりました。 

【為替の影響額】 

当期の為替換算レートは、中国元、メキシコペソなど一部の通貨が円高になりましたが、全体としては若干の円

安にシフトしております。海外業績の換算による損益計算書に与える影響額は、売上高で 134 百万円程度の増収、

営業利益で 28 百万円程度の増益となっております。 

日本パーカライジング㈱（4095）　平成30年３月期　第２四半期決算短信

2



【事業の種類別セグメントの概況】                      （単位：百万円） 

報告セグメント 

外部顧客に対する売上高 セグメント利益（営業利益） 

前第２四 

半期累計 

当第２四

半期累計
増減額 増減率 

前第２四

半期累計

当第２四 

半期累計 
増減額 増減率 

薬品事業 21,275 22,389 1,114 5.2% 4,443 4,594 150 3.4%

装置事業 7,828 6,951 △876 △11.2% 260 363 103 39.9%

加工事業 19,407 21,642 2,234 11.5% 3,279 4,194 915 27.9%

その他 1,986 2,482 495 25.0% 136 105 △30 △22.5%

調整額（消去） － － － － △634 △595 38 －

連結損益計算書計上額 50,498 53,466 2,967 5.9% 7,485 8,663 1,177 15.7%

 

① 薬品事業 

外部顧客に対する売上高は 22,389 百万円と前期に比べ 1,114 百万円（5.2％）の増収となり、営業利益は 4,594 百万

円と 150 百万円（3.4％）の増益となりました。当事業部門は、金属などの表面に耐食性、耐摩耗性、潤滑性など機能

性向上を目的とする化成皮膜を施し、素材の付加価値を高める薬剤などを中心に製造・販売しております。国内では自

動車生産の回復と建設需要に伴う鋼材需要の増加により、金属表面処理剤、防錆油の販売が比較的堅調に推移いたしま

した。海外では中国、インドなどアジアで売上を拡大しておりますが、国内では収益率が低下したことにより営業利益

の伸びは低調に推移いたしました。 

② 装置事業 

外部顧客に対する売上高は 6,951 百万円と前期に比べ△876 百万円（△11.2％）の減収となり、営業利益は 363 百

万円と 103 百万円（39.9％）の増益となりました。当事業部門は、輸送機器業界を中心に前処理設備及び塗装設備や

粉体塗装設備などを製造・販売しております。当事業の業績は物件ごとの検収時期の影響を受けるため、短期の業績比

較は難しい事業でありますが、ユーザーの設備投資が国内外ともに低調に推移し減収となりました。収益面では、海外

における収益率に改善がみられ、第 1 四半期では赤字で推移していた営業利益は黒字に転換いたしました。 

③ 加工事業 

外部顧客に対する売上高は 21,642 百万円と前期に比べ 2,234 百万円（11.5％）の増収となり、営業利益は 4,194 百

万円と 915 百万円（27.9％）の増益となりました。当事業部門は、熱処理加工、防錆加工、めっき処理などの表面処

理の加工サービスを提供しております。国内では自動車部品や建機・油圧部品における加工処理の需要増加により売上

を伸ばし比較的好調に推移いたしました。また、海外でもすべての地域において増収で推移しております。需要拡大に

伴う設備投資による減価償却費の増加など利益圧迫要因もありますが、収益面でも好調に推移いたしました。 

④ その他 

外部顧客に対する売上高は 2,482 百万円と前期に比べ 495 百万円（25.0％）の増収となり、営業利益は 105 百万円

と△30 百万円（△22.5％）の減益となりました。当事業部門は、国内を中心に、ビルメンテナンス事業、運送事業、

太陽光発電事業などを営んでおります。 

 

【投資情報】                                （単位：百万円） 

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 

減価償却費（有形固定資産） 2,333 2,454 

設備投資額（有形固定資産） 4,799 3,044 

研究開発費 1,118 1,150 

有利子負債 3,092 2,866 
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（２）財政状態に関する説明 

資産合計は、前連結会計年度末と比較し 8,503 百万円増加し 205,763 百万円となりました。主な増減といたしま

しては、流動資産では現金及び預金が 894 百万円、受取手形及び売掛金が 535 百万円、前渡金などにより流動資産

その他が 780 百万円それぞれ増加いたしました。固定資産では有形固定資産が 964 百万円、投資有価証券の時価の

上昇などにより投資その他の資産が 5,239 百万円増加いたしました。 

負債合計は、前連結会計年度末と比較し△839 百万円減少し 49,919 百万円となりました。主な増減といたしまし

ては、流動負債では支払手形及び買掛金が△1,587 百万円、未払法人税等が△753 百万円それぞれ減少いたしました。

固定負債では繰延税金負債などにより固定負債その他が 1,538 百万円増加いたしました。 

非支配株主持分を含めた純資産合計は、前連結会計年度末と比較し 9,342 百万円増加し 155,844 百万円となりまし

た。主な増減といたしましては、利益剰余金が 5,133 百万円、その他有価証券評価差額金の増加などにより、その他

の包括利益累計額が 3,654 百万円増加いたしました。 

以上の結果、自己資本比率は 64.3％と前連結会計年度末と比較し 1.8ポイント増加するとともに、１株当たり純資

産は 1,090 円 48銭と 74 円 28銭増加いたしました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年３月期の業績予想につきましては、当第２四半期累計期間の業績は計画の範囲内で推移しているもの

と判断し、平成 29 年５月 15 日に発表いたしました業績予想の数値から変更はありません。 

 

【通期連結業績（平成 30年 3 月期）の見通し】                （単位：百万円） 

 
平成 30年 3月期 

（予想） 
前期比 

進捗率 

（第２四半期） 

売 上 高 110,000 0.4％ 48.6％ 

営 業 利 益 17,000 0.4％ 51.0％ 

経 常 利 益 19,500 3.8％ 53.3％ 

親会社株主に帰属する当期純利益 11,400 △6.8％ 55.9％ 

（通期予想は、現時点の入手可能な情報に基づき判断したものであり、経済情勢の変化、市場の動向、

為替レートの変動などにより乖離する可能性があります。） 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

   税金費用計算  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年９月 30 日） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

（注） １.「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、ビルメンテナンス事業、運送事業、太陽光発電事業

などを含んでおります。 

２. セグメント利益の調整額△634百万円には、セグメント間取引消去166百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△800百万円が含まれております。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属しない一般管

理費及び技術研究費であります。 

       ３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３）

薬品事業 装置事業 加工事業 計 

売上高    

(1)外部顧客に対する 
  売上高 

21,275 7,828 19,407 48,511 1,986 50,498 － 50,498

(2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

613 427 14 1,055 541 1,597 △1,597 －

計 21,888 8,256 19,422 49,567 2,528 52,095 △1,597 50,498

セグメント利益 4,443 260 3,279 7,983 136 8,119 △634 7,485
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 29 年４月１日 至 平成 29 年９月 30 日） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

（注） １.「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、ビルメンテナンス事業、運送事業、太陽光発電事業

などを含んでおります。 

２. セグメント利益の調整額△595百万円には、セグメント間取引消去212百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△807百万円が含まれております。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属しない一般管

理費及び技術研究費であります。 

       ３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

 

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３）

薬品事業 装置事業 加工事業 計 

売上高    

(1)外部顧客に対する 
  売上高 

22,389 6,951 21,642 50,984 2,482 53,466 － 53,466

(2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

590 195 18 804 576 1,381 △1,381 －

計 22,980 7,147 21,660 51,788 3,059 54,847 △1,381 53,466

セグメント利益 4,594 363 4,194 9,152 105 9,258 △595 8,663
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３．補足情報
（１）四半期毎の業績の推移（連結）

平成30年３月期（連結）

(単位：百万円)

売 上 高
25,641 27,824 53,466

売 上 総 利 益
10,521 10,588 21,109

営 業 利 益
4,331 4,331 8,663

経 常 利 益
5,094 5,298 10,392

税金等調整前当期純利益
5,100 5,275 10,376

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,955 3,414 6,370

総 資 産
197,553 205,763 ―

純 資 産 149,106 155,844 ―

平成29年３月期（連結）

(単位：百万円)

売 上 高
24,714 25,784 25,853 33,217 109,569

売 上 総 利 益
9,603 9,874 10,223 11,574 41,275

営 業 利 益
3,794 3,691 4,389 5,059 16,934

経 常 利 益
3,868 3,865 5,434 5,610 18,779

税金等調整前当期純利益
3,844 3,828 5,479 6,641 19,793

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,327 2,424 3,602 3,874 12,228

総 資 産
183,478 184,466 188,604 197,260 ―

純 資 産 136,265 135,991 137,483 146,502 ―

平成28年３月期（連結）

(単位：百万円)

売 上 高
24,045 27,806 25,703 31,508 109,063

売 上 総 利 益
9,163 10,121 10,190 10,960 40,436

営 業 利 益
3,252 4,044 4,174 4,294 15,766

経 常 利 益
3,795 4,736 4,617 4,771 17,921

税金等調整前当期純利益
3,719 4,774 4,674 4,732 17,900

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,192 2,880 3,071 2,176 10,320

総 資 産
189,568 190,325 193,078 189,377 ―

純 資 産 138,128 138,640 139,251 137,890 ―

第１四半期 第４四半期 通算

27年４月～27年６月 27年７月～27年９月 27年10月～27年12月 28年１月～28年３月 27年４月～28年３月

第２四半期 第３四半期

28年７月～28年９月 28年10月～28年12月

第１四半期

29年４月～29年６月

第１四半期

28年４月～28年６月

第２四半期

29年７月～29年９月

第３四半期

29年10月～29年12月

第２四半期 第３四半期

第４四半期

30年１月～30年３月

通算

29年１月～29年３月 28年４月～29年３月

第４四半期

通算

29年４月～30年３月
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（２）報告セグメントの所在地別売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 日本 13,421 13,704 283 2.1% 2,609 2,523 △ 86 △3.3%

 アジア 7,431 8,256 825 11.1% 1,580 1,703 122 7.8%

 欧米 422 427 5 1.3% 120 139 18 15.4%

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

613 590 △ 22 △3.7% 132 227 95 71.9%

 計 21,888 22,980 1,091 5.0% 4,443 4,594 150 3.4%

 日本 5,338 4,851 △ 486 △9.1% 281 123 △ 157 △55.9%

 アジア 2,416 2,074 △ 342 △14.2% △ 42 177 220 514.5%

 欧米 73 25 △ 47 △65.4% 3 2 △ 0 △19.8%

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

427 195 △ 231 △54.2% 18 59 40 218.2%

 計 8,256 7,147 △ 1,108 △13.4% 260 363 103 39.9%

 日本 11,392 12,780 1,387 12.2% 2,030 2,469 439 21.7%

 アジア 5,012 5,608 595 11.9% 892 1,293 400 44.9%

 欧米 3,002 3,253 250 8.4% 267 333 66 24.7%

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

14 18 3 26.4% 89 98 9 10.1%

 計 19,422 21,660 2,238 11.5% 3,279 4,194 915 27.9%

49,567 51,788 2,221 4.5% 7,983 9,152 1,169 14.7%

 日本 1,902 2,438 536 28.2% 142 132 △ 10 △7.2%

 アジア 83 43 △ 40 △48.1% △ 6 △ 26 △ 20 △332.8%

 欧米 － － － － － － － －

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

541 576 35 6.5% 0 0 △ 0 △50.0%

 計 2,528 3,059 530 21.0% 136 105 △ 30 △22.5%

52,095 54,847 2,752 5.3% 8,119 9,258 1,139 14.0%

△ 1,597 △ 1,381 215 13.5% △ 634 △ 595 38 6.1%

50,498 53,466 2,967 5.9% 7,485 8,663 1,177 15.7%

所在地別セグメント情報

34,202 35,986 1,784 5.2% 5,179 5,344 164 3.2%

15,012 16,013 1,000 6.7% 2,325 3,149 824 35.5%

3,499 3,710 211 6.0% 388 475 86 22.4%

52,714 55,710 2,995 5.7% 7,893 8,969 1,075 13.6%

△ 2,216 △ 2,244 △ 28 △1.3% △ 408 △ 305 102 25.1%

50,498 53,466 2,967 5.9% 7,485 8,663 1,177 15.7%

調整額

連結損益計算書計上額

(単位：百万円)

売上高 営業利益

日本

アジア

所在地

欧米

当第2四
半期連結
累計期間

前第2四
半期連結
累計期間

増減額 増減率
当第2四
半期連結
累計期間

前第2四
半期連結
累計期間

合計

(単位：百万円)

薬品
事業

装置
事業

セグメント利益

報告セグメント 当第2四
半期連結
累計期間

前第2四
半期連結
累計期間

増減額 増減率
当第2四
半期連結
累計期間

前第2四
半期連結
累計期間

増減額 増減率

増減率

報告セグメント計

加工
事業

売上高

増減額

調整額

連結損益計算書計上額

その
他

合計
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（３）四半期毎の業績の推移（提出会社個別）

平成30年３月期（提出会社個別）

(単位：百万円)

売 上 高 10,693 11,745 22,439

売 上 総 利 益 4,104 4,076 8,181

営 業 利 益 1,420 1,315 2,736

経 常 利 益 2,730 2,177 4,908

税金等調整前当期純利益 2,746 2,164 4,911

当 期 純 利 益 2,059 1,623 3,683

総 資 産 103,793 108,857 ―

純 資 産 75,402 79,467 ―

平成29年３月期（提出会社個別）

(単位：百万円)

売 上 高 9,966 10,732 10,702 11,985 43,387

売 上 総 利 益 3,972 4,080 4,354 4,293 16,701

営 業 利 益 1,283 1,232 1,568 1,342 5,426

経 常 利 益 1,968 1,793 2,356 2,575 8,694

税金等調整前当期純利益 1,945 1,758 2,400 3,858 9,963

当 期 純 利 益 1,459 1,318 1,800 2,894 7,473

総 資 産 93,498 97,280 97,919 102,012 ―

純 資 産 68,849 71,302 70,880 73,230 ―

平成28年３月期（提出会社個別）

(単位：百万円)

売 上 高 9,891 11,202 10,524 10,978 42,596

売 上 総 利 益 3,746 3,946 4,155 3,919 15,768

営 業 利 益 1,068 1,246 1,458 1,028 4,802

経 常 利 益 2,133 1,800 1,769 3,061 8,764

税金等調整前当期純利益 2,054 1,792 1,823 3,036 8,707

当 期 純 利 益 1,489 1,299 1,322 2,203 6,315

総 資 産 96,291 94,720 98,834 96,133 ―

純 資 産 69,808 68,667 70,371 69,902 ―

通算

28年４月～29年３月

第４四半期

29年１月～29年３月

通算

28年１月～28年３月27年７月～27年９月 27年10月～27年12月 27年４月～28年３月

第４四半期第３四半期

28年４月～28年６月

第１四半期

27年４月～27年６月

第２四半期

28年７月～28年９月 28年10月～28年12月

第１四半期

第４四半期 通算

29年４月～29年６月 29年７月～29年９月 29年10月～29年12月 30年１月～30年３月 29年４月～30年３月

第１四半期 第２四半期 第３四半期

第２四半期 第３四半期
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